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こしみず議会だよりこしみず議会だより こしみず

　第５回定例会は９月１５日に開会し、町長の行政報告のほか、４議員の一般質問と３件の意見書案、条例

や各会計補正予算などを審議・可決し閉会しました。

第5回 町議会定例会

議会だより ＮＯ.235

意  見  書
　議員から提出された３件の意見書案について審議の結果、原案のとおり可決し、関係機関に提出することとしました。

・衆議院議長
・参議院議長
・内閣総理大臣
・農林水産大臣

・衆議院議長
・参議院議長
・内閣総理大臣
・財務大臣
・総務大臣
・国土交通大臣
・国土強靱化担当大臣

・衆議院議長
・参議院議長
・内閣総理大臣
・財務大臣
・総務大臣
・厚生労働大臣
・経済産業大臣
・内閣官房長官
・経済再生担当大臣
・まちひとしごと創生
  担当大臣

　種苗法の改正案が、継続審議となっている。

改正内容　農家の自家増殖を許諾制にして、海外流出を防ぐとともに、種苗    
　　　　　会社の新品種育成意欲を失わないようにする
問 題 点　①自家増殖の禁止により、安定的な食料生産と経営が脅かさ
　　　　　　れる
　　　　　②多国籍企業による遺伝子組み換え種子などの独占が更に進み、
　　　　　　食の安全安心が危惧される
要求事項   優れた種苗を守るためには、従来同様に海外での品種登録を積   
　　　　　極的に進めることが現実的であるため、改正案の取り止めを強
　　　　　く求める

　道路整備の推進や管理の充実強化が図られるよう次の事項を要望する。
１．長期安定的に道路整備が進められるよう、新たな財源創設と予算の満額
　 確保
２．高規格幹線道路の早期開通、早期着手、暫定２車線の４車線化
３．「防災・減災、国土強靱化３ヶ年緊急対策」の継続拡充と予算確保
４．道路施設の老朽化対策推進のため、メンテナンスサイクル確立
５．冬期交通における安全確保、無電柱化、地域の復興を支える道路整備
６．泊原発周辺道路事業の国の負担割合引き上げ
７．災害発生時に備えた北海道開発局と開発建設部の人員体制の維持・強化

   令和３年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、次の事項を要望する。
１．地方税・地方交付税等の確保充実、臨時財政対策債の発行額縮減と償還
　 財源確保
２．地方交付税の財源補償機能と財源調整機能が発揮できるよう総額の確
　 保
３．令和２年度の地方税減収補填措置と弾力的な対応
４．地方税体系の構築と国税・地方税の政策税制の有効性・緊急性の判断
５．固定資産税の現行維持、新型コロナ緊急経済対策の国庫補助金化

国土強靱化に資
する道路の整備
等に関する意見書

種苗法「改定」案
に関する意見書

新型コロナウイル
ス感染症の影響
に伴う地方財政の
急激な悪化に対し
地方税財源の確
保を求める意見
書

件　　名　　　　　　　　　 　　　　　　　要　　旨 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　提　出　先

　

表
彰
候
補
者
と
す
る
者
及
び
そ
の
基

準
等
を
よ
り
明
確
に
見
直
す
こ
と
と
し
、

現
行
の
褒
賞
条
例
を
廃
止
し
、
新
た
に

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

（
公
付
の
日
施
行
）

条　

例

小
清
水
町
表
彰
条
例
制
定

　

そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
に
加
入
し
て
い
た

団
体
が
脱
退
し
た
こ
と
に
伴
い
、
規
約

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

（
総
務
大
臣
又
は
知
事
許
可
の
日
施
行
）

規　

約

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
変
更

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
変
更

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害

補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

　

▼
契
約
先

　
　

有
限
会
社　

さ
が
井
商
店

　

▼
契
約
金
額

　
　

３
千
２７７
万
１
千
２００
円

契　

約

小
中
学
校
情
報
機
器
整
備
事
業
に
か

か
る
契
約
の
締
結

　

令
和
２
年
９
月
３０
日
を
も
っ
て
任
期

が
満
了
す
る
教
育
長
の
再
任
に
同
意
し

ま
し
た
。

　

▼
教
育
長

　
　
　
　
　
　

加 

藤　

友 

幸  

氏

人　

事

教
育
長

　

令
和
２
年
９
月
３０
日
を
も
っ
て
任
期

が
満
了
す
る
教
育
委
員
会
委
員
の
再
任

に
同
意
し
ま
し
た
。

　

▼
教
育
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　

渡 

辺　
　

 
亨　

氏

　
　
　
　
　
　

鈴 

木　

修 
司　

氏

教
育
委
員
会
委
員

　

公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
り
、
町
村
長

及
び
議
会
議
員
選
挙
に
対
し
て
も
、
各

地
方
公
共
団
体
が
条
例
を
定
め
る
こ
と

に
よ
り

⑴
選
挙
自
動
車
用
自
動
車
の
使
用

⑵
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成

⑶
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

   

に
係
る
費
用
が
公
費
負
担
の
対
象
と

　

な
る
も
の
で
す
。

（
令
和
２
年
１２
月
１２
日
施
行
）

小
清
水
町
議
会
議
員
及
び
小
清
水
町
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負

担
に
関
す
る
条
例
制
定

令和2年度 補正予算

　歳入歳出予算の総額にそれぞれ４千５２９万５千円を追加し、歳入歳出予
算の総額を６４億１千２９８万６千とするものです。
　主な補正内容は次のとおりです。

▼一般会計　　

　【保健事業勘定】  歳入歳出それぞれ 9,689 千円を追加し、歳入歳出予
　　　　　　　　　算の総額をそれぞれ 558,443 千円とするものです。

▼介護保険特別会計

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

教 育 費

合 計

19,623
10,208
5,173
10,255

36
45,295

運動・スポーツ習慣化促進業務委託料　など

特別養護老人ホーム経営安定化支援交付金　など

一般廃棄物処理場残余容量調査業務委託料　など

農業振興拠点施設整備事業工事請負費　など

委員報酬　など

補正科目　  補  正  額　　　　　  主 な 補 正 内 容 
千円

千円

千円

千円

千円

千円
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　※ 繰越明許費 　歳出予算のうち、経費の性質上又は予算成立後の事情によって、年度内に支出が終わらないと
　　　　　　　　見込まれるものを、議会の議決を得て翌年度に繰越して支出できるようにする制度。
       　　　　　　　　　　

決 

算

　

▼
一
般
会
計　

　
　

委
員
長
報
告
の
と
お
り
認
定

　

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　

委
員
長
報
告
の
と
お
り
認
定

　

▼
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　

委
員
長
報
告
の
と
お
り
認
定

　

▼
介
護
保
険
特
別
会
計

　
　

委
員
長
報
告
の
と
お
り
認
定

　

▼
簡
易
水
道
特
別
会
計

　
　

委
員
長
報
告
の
と
お
り
認
定

　

▼
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
　

委
員
長
報
告
の
と
お
り
認
定

決
算
審
査

特
別
委
員
会

令和2年度 各会計歳入歳出決算状況

一 

般 

質 

問

新
型
コ
ロ
ナ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
同
時
流
行
対
策
に
つ
い
て

子
ど
も
の
発
達
支
援
に
つ
い
て

問 

①

工
藤
　 

孝
一 

議
員

　
　

１
点
目
に
、
厚
生
労
働
省
が
発
出

　

し
た
「
次
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行

　

に
備
え
た
体
制
整
備
に
つ
い
て
」
本

　

町
の
対
応
等
を
伺
い
ま
す
。

　
　

２
点
目
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

　

新
型
コ
ロ
ナ
が
臨
床
上
識
別
困
難
で
、

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
が
未
開
発
で

　

あ
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
拡
大
が
求
め
ら
れ
ま

　

す
。
町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

問 

①

工
藤
　 

孝
一 

議
員

　
　

発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

　

は
、
そ
の
特
性
か
ら
学
習
面
や
社
会

　

性
な
ど
の
生
活
面
に
お
い
て
さ
ま
ざ

　

ま
な
困
難
を
抱
え
て
お
り
、
失
敗
の

　

経
験
が
重
な
る
こ
と
で
自
尊
心
の
低

　

下
と
い
っ
た
二
次
障
が
い
に
も
つ
な

　

が
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た

　

支
援
の
必
要
性
か
ら
、「
心
の
専
門

　

家
」
で
あ
る
臨
床
心
理
士
を
招
い
て

　

の
学
習
の
機
会
を
設
け
る
べ
き
と
考

　

え
ま
す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　
　

厚
生
労
働
省
の
通
知
で
は
、
各
都

　

道
府
県
が
主
体
と
な
っ
て
、
多
く
の

　

医
療
機
関
で
発
熱
患
者
の
相
談
・
診

　

察
・
検
査
が
で
き
る
よ
う
、
本
年
１０

　

月
を
目
処
に
医
療
体
制
を
整
備
す
る

　

こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
身

　

近
な
医
療
機
関
に
直
接
相
談
・
受
診

　

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
住
民
の

　

不
安
が
少
し
解
消
さ
れ
る
も
の
と
考

　

え
て
い
ま
す
。

　
　

本
町
で
は
赤
十
字
病
院
に
て
、
医

　

師
の
判
断
に
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　

ル
ス
の
抗
原
検
査
が
受
け
ら
れ
る
体

　

制
を
整
え
、
発
熱
が
あ
る
場
合
は
、

　

来
院
前
の
電
話
連
絡
な
ど
で
一
般
外

　

来
と
の
接
触
を
避
け
る
よ
う
対
応
し

　

て
お
り
ま
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

流
行
期
の
発
熱
患
者
が
急
増
す
る
前

　

に
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
と
な
る

　

か
、
赤
十
字
病
院
と
連
携
を
図
っ
て

　

い
き
ま
す
。

　
　

２
点
目
で
す
が
、
小
清
水
赤
十
字

答 

①

久
保
　
弘
志 

町
長

問 

②

工
藤
　 

孝
一 

議
員

　
　

赤
十
字
病
院
が
指
定
の
医
療
機
関
に

　

な
る
の
か
、
休
日
と
夜
間
の
診
察
体
制

　

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
小
清
水
赤
十
字
病
院
の
関
係

　

者
や
、
介
護
・
教
育
・
保
育
な
ど
の
関

　

係
者
に
つ
い
て
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
定

　

期
的
な
抗
原
検
査
を
行
う
考
え
は
な
い

　

の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

小
清
水
赤
十
字
病
院
が
指
定
医
療
機

　

関
と
な
る
か
は
現
在
保
健
所
と
調
整
中

　

と
聞
い
て
い
ま
す
。
休
日
・
夜
間
の
対

答 

②

久
保
　
弘
志 

町
長

問 

③

工
藤
　 

孝
一 

議
員

　
　

現
在
本
町
で
は
６５
歳
以
上
の
町
民

　

に
つ
い
て
は
１
０
０
０
円
の
自
己
負

　

担
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
受
け
ら
れ
ま

　

す
が
、
高
齢
者
や
希
望
す
る
町
民
へ

　

の
無
料
接
種
の
考
え
は
な
い
の
か
再

　

度
お
聞
き
し
ま
す
。

問 

②

工
藤
　 

孝
一 

議
員

　
　

パ
ー
ト
ナ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
派
遣

　

制
度
に
よ
り
網
走
特
別
支
援
学
校
か

　

ら
教
員
が
来
校
し
、
担
任
教
員
な
ど

　

に
学
習
指
導
の
進
め
方
や
指
導
計
画

　

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
特
別

　

支
援
学
校
で
は
自
閉
症
情
緒
障
が
い

　

の
取
り
組
み
が
な
い
こ
と
か
ら
も
、

　

発
達
支
援
の
中
で
、
心
の
問
題
に
重

　

き
を
置
い
た
新
し
い
分
野
で
の
研
修

　

に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
の
か
再
度

　

お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

流
行
を
踏
ま
え
無
料
接
種
を
検
討
し

答 

③

久
保
　
弘
志 

町
長

　
　

子
ど
も
の
発
達
支
援
に
つ
い
て
は
、

　

母
子
保
健
事
業
と
子
育
て
支
援
事
業
、

　

教
育
と
療
育
が
連
携
し
、
妊
娠
期
か

　

ら
学
童
期
に
お
け
る
切
れ
目
の
な
い

答 

①

久
保
　
弘
志 

町
長

　

病
院
で
は
既
に
、
昨
年
の
一
般
接
種
を

　

含
め
た
同
量
数
以
上
の
2
6
0
0
人
分

　

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
が
確
保

　

さ
れ
て
お
り
、
接
種
体
制
に
つ
い
て

　

は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
示
さ
れ
た
高
齢

　

者
等
へ
の
優
先
接
種
の
考
え
を
踏
ま
え
、

　

町
の
助
成
対
象
と
な
る
町
民
の
接
種
開

　

始
時
期
を
昨
年
よ
り
２０
日
早
め
、
申
し

　

込
み
に
つ
い
て
も
１
ヶ
月
早
め
る
対
応

　

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ワ
ク
チ
ン
の
国
内
需
要
の
高
ま
り
が

　

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
可

　

能
な
限
り
の
ワ
ク
チ
ン
確
保
を
お
願
い

　

し
て
い
ま
す
。

会　　　　計　　　　名　　　　　　収　入　済　額　　　　　支　出　済　額　　　　　翌 年 度 繰 越 額（※繰越明許費含む）

5,841,027
903,891
89,863
552,090
21,148
146,340
128,323

千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円

5,581,684
862,16
88,906
508,053
21,148
133,120
117,384

千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円

259,343
41,726
957

44,037
0

13,220
10,939

千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円

一 般 会 計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計（保険事業）
介護保険特別会計（サービス事業）
簡 易 水 道 特 別 会 計
農業集落排水事業特別会計

　

議
長
及
び
監
査
委
員
を
除
く
８
名
で

構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
第
５
回
町
議
会
定
例
会
に
お
い

て
付
託
さ
れ
た
、
令
和
元
年
度
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
委
員
会
に
お
い
て
審
査
結

果
が
報
告
さ
れ
、
次
の
と
お
り
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

▼
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

髙
橋　
　

文　

議
員

　
　

副
委
員
長　

工
藤　

孝
一　

議
員

　

応
に
つ
い
て
は
、
急
な
場
合
は
小
清

　

水
赤
十
字
病
院
で
の
対
応
に
な
る
か

　

と
思
い
ま
す
が
、一
般
患
者
の
対
応
は
、

　

現
在
北
海
道
が
民
間
病
院
に
委
託
し

　

て
設
置
を
検
討
す
る
夜
間
休
日
相
談

　

セ
ン
タ
ー
で
の
対
応
が
考
え
ら
れ
ま

　

す
。

　
　

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
医
療
従

　

事
者
は
接
種
す
る
も
の
と
考
え
て
い

　

ま
す
し
、
他
に
必
要
な
職
種
も
優
先

　

接
種
を
進
め
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

　

ま
す
。
抗
原
検
査
に
つ
い
て
は
、
発

　

熱
な
ど
の
症
状
に
よ
り
医
師
の
判
断

　

で
実
施
す
る
も
の
で
定
期
的
な
検
査

　

は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
引
き
続

　

き
病
院
と
意
見
交
換
を
行
い
対
応
し

　

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
し
た
が
、
全
国
的
に
も
ワ
ク
チ
ン

　

が
不
足
し
て
い
る
中
で
助
成
制
度
を

　

新
た
に
拡
充
し
て
も
、
申
し
込
み
に

　

対
し
て
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
出
来
な
い

　

恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
の
助

　

成
措
置
を
維
持
し
て
い
き
た
い
と
考

　

え
て
い
ま
す
。

　

継
続
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。
支
援

　

に
あ
た
る
専
門
職
に
は
知
識
と
資
質

　

の
向
上
が
重
要
と
考
え
て
い
る
こ
と

　

か
ら
、
精
神
科
医
師
や
児
童
相
談
所

　

の
職
員
を
講
師
と
し
た
研
修
会
や
管

　

内
で
の
事
例
検
討
会
に
参
加
さ
せ
る

　

ほ
か
、
専
門
職
員
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

　

タ
ー
と
し
て
障
が
い
を
も
つ
親
の
皆

　

さ
ん
と
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　

臨
床
心
理
士
に
よ
る
研
修
は
受
講

　

し
て
い
な
い
た
め
、
よ
り
よ
い
支
援

　

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
れ
ば
開
催
を

　

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

保
育
所
の
現
状
と
今
後
の
運
営

に
つ
い
て

問 

①

更
科
　
浩
司 

議
員

　
　

保
育
所
の
途
中
入
所
が
現
在
厳
し
い 

　

と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
が
、
現
状
と
今

　

後
の
保
育
運
営
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

網
走
市
と
の
共
同
商
品
を
加
え
た

　

ほ
か
、
新
規
商
品
の
追
加
に
よ
る
返

　

礼
品
の
強
化
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
窓

　

口
と
な
る
寄
付
受
付
サ
イ
ト
を
４
ヶ

　

所
に
増
や
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

　

８
月
末
現
在
、
昨
年
度
同
月
と
比
べ

　

る
と
約
８００
万
円
の
寄
付
金
額
が
増
額

　

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

今
後
の
展
望
と
し
ま
し
て
は
、
定

　

期
的
な
返
礼
品
の
見
直
し
や
追
加
、

　

よ
り
効
果
の
高
い
寄
付
受
付
サ
イ
ト

　

等
で
の
情
報
発
信
、
ま
た
、
観
光
協

　

会
等
と
も
連
携
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア

　

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
提
供
な
ど
の
企

　

画
開
発
、
魅
力
づ
く
り
を
検
討
し
て

答 

①

久
保
　
弘
志 

町
長

　
　

産
業
廃
棄
物
と
な
る
農
業
用
廃
プ

　

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理
に
つ
い
て
は
、

　

農
業
者
自
ら
が
適
切
に
処
理
す
る
こ

　

と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

　

す
。

　
　

７
月
よ
り
開
始
さ
れ
ま
し
た
レ
ジ

　

袋
有
料
化
を
は
じ
め
、
社
会
全
体
で

　

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
減
量
対
策
が
必
要

　

と
な
っ
て
お
り
、
産
業
廃
棄
物
を
排

　

出
さ
れ
る
す
べ
て
の
事
業
者
に
適
切

　

な
分
別
な
ど
の
処
理
が
義
務
付
け
ら

　

れ
て
い
る
も
の
で
す
の
で
、
農
業
用

　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
同
様
に
今
後
も

答 

①

久
保
　
弘
志 

町
長

　
　

英
語
専
科
の
部
分
や
デ
ジ
タ
ル
教

　

科
書
な
ど
I
C
T
活
用
の
具
体
的
な

　

対
応
に
つ
い
て
は
、
管
内
の
教
育
委

　

員
会
や
学
校
等
と
情
報
交
換
を
行
い

　

な
が
ら
今
後
の
方
針
を
立
て
て
進
め

　

て
い
く
考
え
で
す
。

　
　

I
C
T
支
援
員
な
ど
の
人
材
に
つ

　

い
て
は
、
現
場
の
教
員
が
知
識
や
理

　

解
を
深
め
て
授
業
を
進
め
て
い
た
だ

　

く
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
教
育
支
援
員
、

　

サ
ポ
ー
ト
す
る
人
材
に
つ
い
て
も
確

　

保
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

　

の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

答 

②

加
藤
　
友
幸 

教
育
長

　
　

年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、

　

学
校
再
開
時
に
小
・
中
学
校
と
も
に

答 

①

加
藤
　
友
幸 

教
育
長

　
　

焼
却
な
ど
に
よ
る
発
電
施
設
に
な
る

　

と
斜
里
郡
３
町
で
あ
っ
て
も
採
算
は
合

　

わ
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
　

北
海
道
の
対
策
協
議
会
を
中
心
と
し

　

た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

　

す
の
で
、
今
後
も
基
本
的
に
は
法
律
に

　

基
づ
い
て
処
理
し
て
い
た
だ
き
、
広
域

　

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ

　

ま
な
場
面
で
意
見
交
換
を
幅
広
く

　

行
っ
て
い
き
ま
す
。

答 

②

久
保
　
弘
志 

町
長

　
　

発
達
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
は
増
加

　

傾
向
に
あ
り
、
早
期
発
見
が
重
要
で
あ

　

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
に

　

お
い
て
も
関
係
部
署
と
連
携
を
し
な
が

　

ら
取
り
組
み
、
ご
提
案
の
臨
床
心
理
士

　

に
よ
る
研
修
も
必
要
で
あ
れ
ば
検
討
し

　

て
い
く
考
え
で
す
。

答 

②

久
保
　
弘
志 

町
長

　
　

現
在
、
定
員
９０
名
の
と
こ
ろ
１０１
名

　

の
児
童
が
入
所
し
て
お
り
ま
し
て
、

　

職
員
の
配
置
や
シ
フ
ト
を
工
夫
し
て

　

対
応
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

　

常
に
定
員
が
超
過
し
て
い
る
中
、
途

答 

①

久
保
　
弘
志 

町
長
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問 

②

問 

①

更
科
　
浩
司 

議
員

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
地
方
移
住
へ

　

の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
傾
向
に
あ

　

り
ま
す
が
、
保
育
所
を
利
用
し
た
い

　

と
考
え
る
人
た
ち
の
移
住
受
け
入
れ

　

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

更
科
　
浩
司 

議
員

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
、
こ
れ

　

か
ら
納
税
額
を
増
や
す
方
法
な
ど
、

　

今
後
の
展
望
を
伺
い
ま
す
。

農
業
の
廃
プ
ラ
処
理
方
法
に

つ
い
て

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の

進
捗
状
況
と
I
C
T
教
育
に

携
わ
る
人
材
に
つ
い
て

問 

①

更
科
　
浩
司 

議
員

　
　

昨
年
度
も
廃
プ
ラ
処
理
に
つ
い
て

　

お
伺
い
し
ま
し
た
が
、
農
家
全
体
で

　

多
額
の
処
理
代
金
が
毎
年
か
か
っ
て

　

お
り
、
処
理
業
者
も
メ
リ
ッ
ト
が
少

　

な
い
現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
た

　

な
処
理
方
法
に
つ
い
て
の
考
え
を
お

　

聞
き
し
ま
す
。

問 

①

佐
藤
　
　
智 

議
員

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

　

よ
る
小
中
学
校
の
長
期
休
校
で
、
年

　

間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
終
了
す
る
こ

　

と
が
で
き
る
の
か
、
一
人
ひ
と
り
の

　

習
熟
度
が
達
成
さ
れ
て
い
る
の
か
、

　

小
中
連
携
教
育
は
成
果
が
上
が
っ
て

　

い
る
の
か
、
ま
た
、
新
た
な
G
I
G
A

　

ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
く
I
C
T

　

教
育
に
携
わ
る
人
材
は
ど
う
す
る

　

の
か
、
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

問 

②

更
科
　
浩
司 

議
員

　
　

今
後
の
処
理
方
法
を
広
域
で
考
え
て

　

行
く
旨
の
回
答
が
前
回
あ
り
ま
し
た
が
、

　

焼
却
な
ど
に
よ
る
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

　

広
域
で
考
え
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
ま

　

す
。

　
　

子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め

　

に
は
、
保
育
事
情
に
応
じ
た
定
員
の

　

確
保
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
現

　

状
施
設
で
は
増
員
対
応
が
困
難
な
た

　

め
、
今
後
の
保
護
者
の
就
労
形
態
や

　

保
育
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
保
育
所
と

　

幼
稚
園
を
一
体
化
し
た
認
定
こ
ど
も

　

園
と
し
て
整
備
し
て
い
く
こ
と
も
視

　

野
に
い
れ
検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
の
移
住
定
住

答 

②

久
保
　
弘
志 

町
長

問 
②

佐
藤
　
　
智 

議
員

　
　

今
後
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
や

　

英
語
教
育
の
強
化
な
ど
新
た
な
課
題

　

へ
の
体
制
充
実
が
必
要
と
な
っ
て
き

　

ま
す
が
、
I
C
T
機
器
利
用
で
の
対

　

応
や
小
中
連
携
教
育
に
お
け
る
遠
隔

　

授
業
等
へ
の
対
応
な
ど
、
今
後
の
方

　

針
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
教
員
が
業

　

務
以
外
を
担
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に

　

I
C
T
支
援
員
な
ど
の
人
材
が
必
要

　

か
と
考
え
ま
す
が
、
あ
わ
せ
て
考
え

　

を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

に
つ
い
て
も
、
今
後
本
町
と
し
て
も

　

取
り
組
む
考
え
で
す
の
で
ご
理
解
願

　

い
ま
す
。

　

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

法
に
基
づ
い
た
適
正
な
処
分
を
お
願
い

　

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
学
年
で
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
年
度
内

　

に
終
わ
ら
せ
る
方
針
と
し
、
年
度
計

　

画
の
組
み
直
し
に
よ
る
学
習
の
重
点

　

化
を
図
っ
た
結
果
、
予
定
の
授
業
時

　

数
は
回
復
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学

　

習
理
解
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

　

そ
の
対
応
で
は
、
休
校
中
に
お
け
る

　

復
習
と
予
習
に
つ
い
て
学
校
再
開
後

　

に
そ
の
理
解
度
を
確
認
し
た
上
で
学

　

習
を
進
め
、
現
在
は
従
来
ど
お
り
習

　

熟
度
別
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

小
中
一
貫
教
育
の
連
携
に
つ
い
て

　

は
、
小
学
校
へ
の
乗
り
入
れ
授
業
も

　

開
始
し
、
通
常
の
連
携
授
業
が
行
わ

　

れ
て
い
ま
す
。

　
　

I
C
T
教
育
に
つ
い
て
で
す
が
、

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
シ
ス
テ
ム
や
デ
ジ

　

タ
ル
教
科
書
の
導
入
な
ど
、
今
後

　

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り

　

様
々
な
形
で
I
C
T
の
活
用
を
進

　

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

現
在
は
、
環
境
整
備
と
し
て　

　

I
G
A
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を

　

１
名
配
置
し
て
い
ま
す
が
、
整
備
完

　

了
後
も
隙
間
無
く
運
用
し
て
い
く
た

　

め
に
I
C
T
支
援
員
は
必
要
と
考
え

　

ま
す
の
で
、
近
隣
市
町
の
状
況
も
見

　

な
が
ら
人
材
確
保
に
向
け
た
検
討

　

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

G

　

中
入
所
に
つ
い
て
は
年
度
途
中
の
保

　

育
士
の
増
員
が
極
め
て
困
難
な
状
況

　

か
ら
、
緊
急
性
が
な
い
と
判
断
し
た

　

場
合
は
可
能
な
限
り
４
月
か
ら
の
入

　

所
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
　

今
後
は
、
３
歳
未
満
の
入
所
希
望

　

が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら

　

も
、
更
な
る
保
育
士
の
確
保
に
努
め
、

　

保
育
の
質
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う

　

努
め
て
い
き
ま
す
。



模
範
牧
場
の
現
況
に
つ
い
て

耕
畜
連
携
事
業
の
拡
充
に

つ
い
て

予
想
さ
れ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

流
行
対
策
に
つ
い
て

　
　

Ｊ
Ａ
と
し
て
も
生
乳
生
産
年
間
２

　

万
ト
ン
を
維
持
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

　

各
種
事
業
を
使
い
な
が
ら
増
頭
し
て

　

い
ま
す
。
一
方
で
近
年
離
農
に
よ
り

　

頭
数
が
減
る
現
実
も
あ
り
ま
す
。
こ

　

れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
酪

　

農
畜
産
を
守
る
た
め
Ｊ
Ａ
と
意
見
交

　

換
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

　

考
え
て
い
ま
す
。

答 

②

久
保
　
弘
志 

町
長

　
　

現
在
の
模
範
牧
場
は
、
平
成
２２
年
度

　

に
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
１
棟
と
フ

　

リ
ー
バ
ー
ン
牛
舎
２
棟
を
舎
飼
い
施
設

　

と
し
て
建
設
し
、
水
上
、
上
徳
、　

美
和

　

の
３
牧
野
を
合
わ
せ
て
J
A
こ
し
み

　

ず
に
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
を
し　

　

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　

ご
質
問
の
問
題
と
い
う
の
は
預
託
牛

　

の
体
調
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
畜
産

　

ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
等
の
活
用
に
よ
り
町

　

内
乳
用
牛
の
飼
養
頭
数
が
増
加
し
た
こ

　

と
で
、
冬
季
に
お
け
る
舎
飼
い
期
は
密

　

飼
い
に
な
っ
て
し
ま
い
、
上
手
に
エ
サ

答 

①

久
保
　
弘
志 

町
長

　
　

現
在
、
搾
乳
農
家
に
は
酪
農
ヘ

　

ル
パ
ー
組
合
が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、

　

搾
乳
と
肉
牛
で
は
仕
事
内
容
も
労
力

　

も
違
う
と
い
う
こ
と
で
肉
牛
の
ヘ

　

ル
パ
ー
の
確
保
が
難
し
い
と
お
聞
き

　

し
て
い
ま
す
。

　
　

そ
こ
で
担
い
手
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

　

中
で
基
本
的
に
は
農
業
を
行
い
な
が

　

ら
酪
農
に
つ
い
て
も
学
び
、
派
遣
で

　

き
る
よ
う
な
体
制
を
作
る
考
え
は
な

問 
①

木
戸
　
寛
治 

議
員

　
　

町
内
の
模
範
牧
場
に
つ
い
て
、
想
定

　

を
超
え
る
預
託
頭
数
の
受
け
入
れ
に
よ

　

り
一
部
問
題
が
発
生
し
た
と
の
情
報
が

　

あ
り
ま
す
が
、
現
況
を
お
聞
か
せ
く
だ

　

さ
い
。

問 
②

木
戸
　
寛
治 

議
員

　
　

今
後
考
え
ら
れ
る
施
設
の
充
実
・
拡

　

充
つ
い
て
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

を
食
べ
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
喰
い

　

負
け
す
る
牛
」
が
出
て
き
て
し
ま
い

　

ま
す
の
で
、
職
員
が
確
認
で
き
次
第
、

　

牛
群
を
移
動
さ
せ
る
な
ど
の
対
応
を

　

と
っ
て
エ
サ
を
取
り
や
す
い
環
境
づ

　

く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

　

年
の
舎
飼
い
期
に
向
け
て
は
、
現
有

　

施
設
を
最
大
限
活
用
で
き
る
工
夫
と

　

牛
の
体
調
を
管
理
す
る
個
体
管
理
シ

　

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
万
全
な
体
制
で

　

舎
飼
い
期
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
Ｊ
Ａ

　

を
中
心
に
準
備
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

19広報こしみず 18 2020 年   11 月号

こしみず議会だよりこしみず議会だより

問 

③

木
戸
　
寛
治 

議
員

　
　

育
成
施
設
の
敷
地
と
し
て
離
農
し

　

た
土
地
を
町
で
買
う
考
え
が
あ
る
の

　

か
お
伺
い
ま
す
。

問 

①

木
戸
　
寛
治 

議
員

　
　

小
清
水
高
校
跡
地
に
建
設
予
定

　

の
「
農
業
担
い
手
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　

ト
の
拠
点
施
設
」
に
お
け
る
農
業
担

　

い
手
養
成
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、

　

耕
作
の
み
な
ら
ず
、
畜
産
に
つ
い

　

て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
研
修
場
所
は

　

想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
、
町
長
の
所

　

見
を
伺
い
ま
す
。

問 

②

木
戸
　
寛
治 

議
員

　
　

今
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
新
型
コ
ロ

　

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
類
似
性
の
あ
る
イ
ン
フ

　

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、

問 

①

森
　
　
　
浩
　
議
員

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
助

　

成
に
妊
婦
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
せ

　

ん
が
特
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
は
な

　

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
高
齢
化
社

　

会
の
中
で
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
料
金

問 

②

森
　
　
　
浩
　
議
員

　
　

発
熱
の
症
状
が
出
た
際
の
対
処
法
、

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
高
齢
者
に
配
布

　

す
る
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
た
だ

　

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　

ま
た
、
そ
う
い
っ
た
場
合
の
周
知

　

方
法
に
つ
い
て
も
自
治
会
と
連
携
を

　

取
り
な
が
ら
行
う
べ
き
と
考
え
ま
す

　

が
、
再
度
町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し

　

ま
す
。

問 

③

森
　
　
　
浩
　
議
員

　
　

町
が
購
入
す
る
考
え
は
現
時
点
で

　

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、Ｊ
Ａ
を
中
心
に

　

広
域
的
に
育
成
施
設
等
を
作
る
計
画

　

な
ど
が
出
て
き
た
際
に
は
、
町
と
し

　

て
出
来
る
支
援
は
し
た
い
と
考
え
て

　

い
ま
す
。

答 

③

久
保
　
弘
志 

町
長

　
　

今
後
さ
ら
な
る
流
行
期
を
迎
え
ま

　

す
の
で
、
注
意
喚
起
を
促
す
な
ど
の

　

周
知
を
徹
底
し
ま
す
。
加
え
て
、
本

　

町
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

　

が
発
生
し
て
も
暖
か
く
見
守
り
、
支

　

え
合
え
る
町
づ
く
り
を
し
た
い
と
考

　

え
て
い
ま
す
の
で
、
そ
こ
に
つ
い
て

　

も
担
当
の
方
で
現
在
準
備
を
し
て
い

　

ま
す
。

　
　

周
知
方
法
に
つ
い
て
は
現
在
の
方

　

法
で
十
分
だ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

　

の
で
、
自
主
防
災
組
織
が
約
７
割
以

　

上
結
成
さ
れ
る
な
ど
、
住
民
コ
ミ
ュ

　

ニ
テ
ィ
が
再
生
し
て
き
て
い
る
中
で
、

　

自
治
会
の
お
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

　

周
知
徹
底
に
引
き
続
き
努
力
し
て
い

　

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答 
③

久
保
　
弘
志 

町
長

　
　

妊
婦
に
対
し
て
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

支
援
策
は
講
じ
て
い
ま
せ
ん
が
、
感

　

染
リ
ス
ク
は
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、

　

検
診
な
ど
で
担
当
よ
り
声
か
け
を
し

　

な
が
ら
、
早
期
の
接
種
を
進
め
て
い

　

き
ま
す
。

　
　

ま
た
、
助
成
事
業
の
拡
大
に
つ
い

　

て
検
討
は
し
ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン

　

不
足
が
予
想
さ
れ
る
中
で
の
事
業
拡

　

大
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
現
状
の
支

　

援
制
度
を
維
持
し
て
い
く
考
え
で
す

　

の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

答 

②

久
保
　
弘
志 

町
長

　
　

現
状
、
農
作
業
の
支
援
組
織
等
々
立

　

ち
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は

　

畑
作
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し

　

将
来
的
に
は
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
組
合
も
人

　

材
確
保
が
難
し
い
状
況
と
な
り
、
酪
農
・

　

畜
産
に
関
わ
る
人
を
育
成
で
き
る
仕
組

　

み
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す

　

の
で
、
将
来
を
見
据
え
、
担
い
手
育
成

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
の
中
で
も
議
論

　

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

　

て
い
ま
す
。

答 

②

久
保
　
弘
志 

町
長

　
　

農
業
担
い
手
養
成
学
校
の
カ
リ

　

キ
ュ
ラ
ム
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

　

30
年
度
よ
り
「
農
業
担
い
手
育
成

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
」
に
お
い

　

て
検
討
さ
れ
て
お
り
、
土
づ
く
り
か

　

ら
農
業
経
営
に
関
す
る
一
連
を
学
ぶ

　

コ
ー
ス
や
、
就
農
１
〜
２
年
目
の
後

　

継
者
を
対
象
と
し
た
畑
作
の
カ
リ

　

キ
ュ
ラ
ム
案
が
現
在
作
成
さ
れ
て
い

　

す
。

　
　

ま
ず
は
、
こ
れ
ら
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

　

ム
を
実
践
し
、
成
果
を
上
げ
て
い
く

　

こ
と
と
し
て
お
り
、
現
状
で
は
畜
産

　

関
係
は
想
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で

　

ご
理
解
願
い
ま
す
。

答 

①

久
保
　
弘
志 

町
長

　
　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染

　

予
防
は
、
ワ
ク
チ
ン
が
有
効
で
あ
り
、

　

よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
接
種

　

す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
整
備
に
努

　

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
ず
れ
も
飛

　

沫
と
接
触
か
ら
感
染
が
起
こ
る
病
気

　

で
す
か
ら
、
感
染
に
よ
り
リ
ス
ク

　

が
高
ま
る
高
齢
者
等
の
皆
さ
ん
に
は
、

　

感
染
予
防
の
マ
ス
ク
を
配
布
さ
せ
て

　

い
た
だ
き
、
感
染
予
防
資
機
材
の
整

　

備
・
確
保
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

今
後
も
流
行
を
最
小
限
に
抑
え
ら

　

れ
る
よ
う
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
手
洗

　

い
の
慣
行
や
３
つ
の
密
を
防
ぐ
な
ど
、

　

感
染
予
防
に
つ
な
が
る
新
し
い
生
活

　

様
式
の
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま

　

す
。

答 

①

久
保
　
弘
志 

町
長

　

い
の
か
再
度
お
聞
き
し
ま
す
。

　

早
め
の
対
策
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
が
、

　

町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

を
無
料
ま
た
は
半
額
補
助
に
す
る
考

　

え
は
な
い
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。
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■ 編　　集  /  議会報編集特別委員会
■ 委 員 長  /  瓜田　新一
■ 副委員長  /  木戸　寛治        
■ 委　　員  /  髙橋　　文・鬼塚　　茂
　　　　　　   工藤　孝一・佐藤　　智

皆さんのご意見・ご感想を
お待ちしております。

議会事務局　☎ ０１５２-６２-４４７７（直通）

会議録を閲覧することができます。
　ホームページ及び図書館において町議会本会議の内容がす
べて記載されている会議録を閲覧できます。
　また、議会だよりは、ホームページでも見ることができます。

小清水町議会 で検索できます。

議会を傍聴してみませんか
事前申し込みなど面倒な手続きはありません。
お気軽にお越しください。

【お問い合わせ先】
小清水町議会事務局　☎６２-4477（直通）

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
は
、
所
管
事
務
調
査
と
し
て
、
９
月
８
日
に
委
員
会

を
開
催
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

委員会レポート

総
務
文
教
常
任
委
員
会

経
済
厚
生
常
任
委
員
会

１
月
所
管
調
査
後
の

ス
キ
ー
場
・
ス
ケ
ー
ト

リ
ン
ク
の
現
状
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
所
管
施
設
の
利
用
状
況
及
び
現
地
視
察
に
つ
い
て

中
学
校
に
お
け
る
携
帯
電
話
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

小
水
力
発
電
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

本
年
１
月
に
所
管
事
務
調

査
を
行
っ
た
ス
キ
ー
場
・
ス

ケ
ー
ト
リ
ン
ク
に
つ
い
て
再
度

担
当
課
か
ら
説
明
を
受
け
、

ゲ
レ
ン
デ
や
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

の
コ
ー
ス
に
つ
い
て
確
認
し
ま

し
た
。

　

教
育
委
員
会
所
管
施
設
の
利
用
状

況
に
つ
い
て
資
料
を
基
に
説
明
を
受

け
、
石
造
倉
庫
施
設
・
小
清
水
町
郷

土
資
料
館
・
武
道
館
の
現
地
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
石
造
倉
庫
施
設
は
剥
製
や

イ
ベ
ン
ト
で
使
用
す
る
資
材
の
保
管
場

所
と
し
て
活
用
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

郷
土
資
料
館
に
つ
い
て
は
、
年
に

数
回
一
般
公
開
を
行
っ
て
お
り
、
保

存
会
の
方
々
に
よ
っ
て
適
切
に
管
理
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

経
済
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
所
管
事
務
調
査
と
し
て
、
９
月
１１
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

畑
作
か
ん
が
い
用
水
源
と
し
て
の
「
緑
ダ
ム
」
を
活
用
し
た
小
水
力
発
電

施
設
の
整
備
事
業
は
、
清
里
町
が
主
体
と
な
っ
て
令
和
４
年
６
月
か
ら
の
発

電
開
始
を
目
指
し
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
工
事
進
捗
状
況
と
進

め
て
い
く
上
で
の
課
題
や
完
成
後
の
発
電
量
、
維
持
管
理
な
ど
に
つ
い
て
、

担
当
課
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

原
生
花
園
濤
沸
湖
側
に

設
置
し
て
い
る
展
望
牧
舎

の
現
状
に
つ
い
て
担
当
課

か
ら
説
明
を
受
け
、
現
地

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
に
放
牧
馬
の

休
憩
施
設
と
し
て
設
置
し

た
「
展
望
牧
舎
」
と
、
現

在
立
ち
入
り
禁
止
と
な
っ

て
い
る
国
道
か
ら
牧
舎
ま

で
を
つ
な
ぐ
「
木
道
」
の

腐
食
状
況
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

文
科
省
か
ら
、
中
学
校
に
携
帯

電
話
を
持
ち
込
む
場
合
の
考
え
方

に
つ
い
て
通
知
が
出
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
本
町
で
の
今
後
の
対
応

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

は
便
利
で
す
が
、
ネ
ッ
ト
犯
罪
や

い
じ
め
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
の
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
正

し
い
使
い
方
や
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
た
め
の
指
導
を
授
業
や
学

校
だ
よ
り
を
通
し
て
、
生
徒
と
保

護
者
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

原
生
花
園
展
望
牧
舎
の
現
状
に
つ
い
て

武道館

町民スキー場

石造倉庫施設郷土資料館

総務文教常任委員会

議会運営委員会

経済厚生常任委員会

議会運営委員会

第５回町議会定例会

決算審査特別委員会

表彰審議会

役場庁舎等建設検討委員会

議会報編集特別委員会

８日

１１日

１５日

２４日

２８日

議会日誌 ９月１日～３０日
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